
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２６８９

基盤研究(A)

2013～2009

帰納的ゲーム論：信念・知識の起源と進化、その限定性と意志決定・行動との相互関連

game theory

４０１１４０６１研究者番号：

金子　守（Kaneko, Mamoru）

早稲田大学・政治経済学術院・教授

研究期間：

２１２４３０１６

平成 年 月 日現在２６   ６ １２

円    30,500,000 、（間接経費） 円     9,150,000

研究成果の概要（和文）：本研究プロジェクトでは広義の社会制度から明文化された狭義の社会制度までを対象にして
いる。このような対象を研究するため、帰納的ゲーム理論・認識論理学を発展させることが本プロジェクトの目的でも
あった。研究対象は、個人の社会認識・偏見などの発生に密接に関連し、異文化・国家間での文化・習慣・嗜好・思考
方法そして経済行動の差異までを含む。これらの対象を研究すると同時に、帰納的ゲーム理論と認識論理学を概念的・
理論的に考察に加え、実験・シミュレーションを駆使して研究を行い、より広い視野を獲得している。

研究成果の概要（英文）：In this research project, we have studied social institutions from those in the br
oad sense such as customs, and moralities to those in the narrow sense such as legal and economic institut
ions having written codes. Studies of those enable us to make comparisons between societies with different
 cultural backgrounds. Taking those problems as concrete objects, we conducted research extensively on ind
uctive game theory, epistemic logic, and experimental studies.
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１．研究開始当初の背景 
研究代表者は、広義および狭義の社会制度を
「帰納的ゲーム理論」・「認識論理」・「社会正
義」の観点から研究をしてきた。しかし、そ
れらを総合的に議論してこなかったため、こ
れらの分野間の関係が分からず、あたかも独
立に存在しているような状態であった。また
各主題をより良く理解するためにも、これら
を総合的・有機的に連携させて研究すること
が求められていた。本研究計画では、上記の
研究をより明示的に関係づける研究を行っ
た。これらを関係づけるキー概念は「個人の
限定合理性」であると考え、関連付けを行い
ながら、各主題の研究を進展させることをこ
のプロジェクトの目的とした。 
本研究では、「個人の限定合理性」とは、「個

人の効用最大化の限定性」ではなく、「個人
の推論・計算能力・情報の収集・理解能力等
の限定性」を意味している。それを制度・認
識・社会正義をつなげることが課題となった。
経済学・ゲーム理論学界において、このよう
な観点からの研究は 2008 年当時においては
皆無であった。 
 
２． 研究の目的 
(1) 制度・認識・社会正義と「個人の限定合
理性」の研究のため、具体的には「認識論理」
と「帰納的ゲーム理論」（実験まで含めた）
の研究を進める。「認識論理」の研究は、合
理性を追究するゲーム理論・経済学の基礎を
明確にし、現実の社会経済の理解に多くの示
唆を与える。例えば、差別・偏見の考察や所
得税制の超過累進性の必要性などの議論で
ある。一方、「帰納的ゲーム理論」は経験世
界と個人認識をつなぐ理論である。この理論
の中で、個人は経験を解釈し・意味付けを行
ない、社会構造を理解する。この理解は普通、
部分的・皮相的であり、また間違いも多く含
む。これが社会のおける偏見の源泉であるこ
となどが議論できる。このような限定合理性
の理解のためにも「認識論理」が重要な役割
を担う。 
(2)社会経済の理解そして運営には、上記の
「事実解明的アプローチ」に加えて「規範的
アプローチ」が必要である。社会制度がどの
ように機能するかは「事実解明的アプロー
チ」である。その制度が導く結果を社会全体
の立場から評価するのが「規範的アプロー
チ」である。ここでは「社会正義」が「規範
的アプローチ」のキー概念である。本研究計
画では、世界の貧困・所得不平等などと社会
制度（社会体制）とを絡めて考察・研究し、
どのように社会全体を見て・考えるべきかの
視野の確立を目指した。これに加えて、上記
の「個人の限定合理性」を考察・研究するこ
とも目的である。 

 
３．研究の方法 
上記の課題に関しての理論的研究が中心で
あるが、理論の健全な発展のため、背景・応
用可能性などの哲学的議論から現実問題へ
の応用、さらに、コンピュータシミュレーシ
ョン・被験者実験までを方法として採用して
いる。 
このように、方法論から対象までが多岐に

関連しているので、5年間の研究期間中、定
期的に研究会を開催し、多くの学会へ参加し、
発表を行ってきた。 
 
４．研究成果 
研究成果は大きく分けて、帰納的ゲーム理論、
認識論理学とゲーム理論、これらを総合させ
る研究に分けることできる。 
(1)帰納的ゲーム理論に関して：
Kaneko-Kline (2010a,2010b) において、帰
納的ゲーム理論の理論的発展を進めた。初め
の 2篇の論文においては、展開形ゲームに替
わる「情報プロトコル」という概念を発展さ
せ、展開形ゲーム理論の基礎付けを行ってい
る。 
帰納的ゲーム理論に関して：Kaneko-Mitra 
(2011) においては「差別と偏見」の問題へ
の帰納的ゲーム理論からの考察のための基
礎付けを行っている。 
Kaneko-Kline (2013)では、個人が他人の選
好に関する理解を経験からどのように形成
するかについて考察している。この研究は、
人間社会のひとつの問題「他人の心」に関し
ての理解をどのように経験から形成するか
についての大きなヒントを与えている。 
Akiyama-Ishikawa-Kaneko-Kline (2013) で
は、「忘却」が導入することにより「短期記
憶」と「長期記憶」との区別をして、個人の
学習がどのような時間のスパンで可能であ
るかを、シミュレーションを使っての研究を
行った。 
(2)認識論理学に関して： 
この 5年間は、むしろ帰納的ゲーム理論に重
点を置いて研究したが、認識論理学に関して
も研究がある程度進んだ。 
Kaneko-Suzuki (2011)では推論の複雑性に関
して議論を行った。そして、推論の複雑性の
測度を与えて、それの性質を研究した。 
Suzuki (2013)は認識論理体系の基礎論理を
古典論理から直観主義論理へ変更した。この
変更により、体系内はプレイヤーは構成的推
論を行うことになる。これは上記の推論の複
雑性の研究に直結している。 
Kline (2013, 海外協力者)は認識論理内で
「マッディチルドレンパズル」に必要な推論
の構造を研究している。 
(3)総合的議論： 



Kaneko-Kline (2012) および Kaneko (2013) 
では、帰納的ゲーム理論と認識論理学との接
続の可能性を議論している。上記の(1)と(2)
により、これらの意味ある接続が可能である
ことを述べている。これは新たな研究計画で
ある。 
金子・石川（2013）では、これをより広く考
え、制度・認識・社会正義をどのように捉え
れば良いかについて議論している。「認識」
はもちろん認識論理学に直結しており、「制
度」は帰納的ゲーム理論と結びついており、
また、「社会正義」はこれらの概念を使って
の地球運営の指針を与えるものとする。 
船木・石川（2013）は、より広い視野から制
度・認識・社会正義に関して論じた論文集で
ある。この書は今回のプロジェクトとより広
範な問題を論じているが、各部分の基礎の今
回のプロジェクトでの研究が関連してくる。
それゆえ、本プロジェクトに直接関連する分
野の帰納的ゲーム理論・認識論理学よりずっ
と大きな視野を有していることが示唆され
る。 
 以上のように、本研究計画では大きな成果
が得られ、これから先のより広く深い研究の
スコープを与えている。 
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